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Abstract

Thepurposeofthisresearchistoknowthefatigueconditionofgirlstudentsduringthe5-daytrainingofskiing,using
“SurveyofSubjectiveSymptoms”madebytheSocietyfortheResearchofIndustrialFatigueinJapanIndustrialand
HygienicsAssociation,inordertogetthedataforthefutureplansforskiingtraining.
Researchmadeclearthesethreethings;

1.ThereisnodifferenceinthepercentageofaveragefatiguecomplaintsinthemorningbetweenthestudentsofSport
HealsSciencesDepartmentandthoseofMovementSciencesDepartment.Asforthatintheevening,thereappears
somedifferencefromthesecondtothefifthday;MovementSciencesDepartmentstudentshavemorecomplaints
becomebiggeraftertheeveningofthesecondday.Thismeansthattheirfatiguechangesintoaccumulativeone.

2.ThepercentageofcomplaintsregardtothegroupsisGroupⅠ ＞ GroupⅢ ＞ GroupⅡ,anditisthesameasthe
percentageofcomplaintsmadeingeneralmentalwork.Itmeansthatthefatiguethatstudentsfeelfromtheskiing
trainingcanbementalfatigueratherthanphysicalone.

3.Theaveragepercentageofcomplaintsabout“sleepinessandweariness”ishigh.Morethan50% ofallthestudents
makecomplaintsabout“sleepiness”throughoutthetraining.Enoughsleepinghoursandrestwerescheduledtobe
takenduringthetraining,but,infact,thesewerenottaken.

practical training of skiing, subjective fatigue, girl students

１.はじめに

日本女子体育大学では，スキーを宿泊が伴う実技科

目として開講している．スキー実習期間中の学生は５

泊６日間集団で生活をするため，学生個人にとっては

日常生活とは異なった生活環境の中で過ごすことにな

る．この日常生活と異なる環境で生活する学生の健康

管理が授業効果を左右する重要な点の一つと えられ

る．

筆者が調査した５泊６日のスキー実習期間中の反応

時間測定結果から，女子学生の疲労は実習開始３日目

あるいは４日目に顕著にあらわれていた ．また波多

野らは昭和56年に６泊７日のスキー実習期間中の自覚

疲労調査を実施し３日目と５日目に女子学生の疲労の

訴え率が高かったと報告している ．

日本女子体育大学は２学科４専攻になり，学生の状

況に少し違いがあるように見受けられたので，２学科

のスキー実習期間中に日本産業衛生学会・産業疲労研

究会編集委員会作成の「自覚症状しらべ」を用い学生

のスキー実習期間中の状況を知るために本調査を行

い，今後のスキー授業計画の資料を得ることを目的に

実施した．

２.調査対象と方法

調査対象は日本女子体育大学学生で，平成12年12月

16日から12月21日までの６日間のスキー実習に参加し

たスポーツ健康学科２年生109名と平成13年２月21日

から２月26日までの６日間のスキー実習に参加した運

動科学科１年生77名である．

調査は，産業疲労研究会の「自覚症状しらべ」を基

本に質問紙を作成し，午後９時前後，午前７時前後の

１日２回（計10回）各自で記入させ朝食時に回収した．

スポーツ健康学科の日課は午前７時起床，午後10時

消灯を基本とし，午前９時から午後４時までの間で天

候や気温との関係から指導者が適宜に休憩や昼食時間

をはさんで，実質午前・午後とも２時間30分の実技練
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習を行った．

運動科学科の日課は午前６時45分起床，午後10時消

灯を基本とし，午前９時から11時30分と午後１時30分

から４時まで実技練習を行った．

３.結果と 察

⑴ 全症状の平 訴え率

調査項目30症状に対しての平 訴え率を百分率であ

らわし，スキー実習６日間の変化を図１に示した．

スポーツ健康学科学生の夜の訴え率は16％～20％で

１日目（スキー場到着日）が高く，２日目わずかに低

下し以降５日までほぼ横ばいである．朝の訴え率は

13％～17％で２日目が低く，以降はわずかであるが増

加，下降の繰り返しである．

同日の朝と夜の訴え率に差が認められたのは，２日

目（χ＝23.0 有意水準１％）で，朝の訴え率より夜

の訴え率が高い．

夜朝の訴え率を比較すると，前夜の訴え率は翌朝に

は全て低下している．前夜と翌朝の訴え率に差が認め

られたのは，１日目夜と２日目朝（χ＝42.3 有意水

準１％），５日目夜と６日目朝（χ＝7.4 有意水準

１％）である．

運動科学科学生の夜の訴え率は12％～19％でスポー

ツ健康学科学生同様１日目（スキー場到着日）が高く，

２日目以降わずかに低下し５日目に最低値を示してい

る．朝の訴え率は13％～17％で，４日目に高く，６日

目は低下し最低値になっている．

同日の朝と夜の訴え率に差が認められたのは，４日

目（χ＝6.1 有意水準５％），５日目（χ＝8.9 有意

水準１％）の２日間で，朝の訴え率に比較すると夜の

訴え率が低下している．

前夜と翌朝の訴え率に差が認められたのは１日目夜

と２日目朝（χ＝10.2 有意水準１％）で１日目夜の

訴え率が翌朝には低下している．しかし，２日目以降

の夜朝の訴え率を比較すると翌朝の訴え率が高く，こ

のような前夜の訴え率より翌朝の訴え率の方が高い傾

向は最終日まで続いている．

全症状の訴え率についてスポーツ健康学科学生と運

動科学科学生を比較すると朝の訴え率には差が認めら

れないが，夜の訴え率は２日目（χ＝3.5 有意水準

１％），３日目（χ＝45.2 有意水準１％），４日目

（χ＝11.5 有意水準１％），５日目（χ＝22.1 有意

水準１％）と１日目を除いた日に差が認められ，運動

科学科学生の訴え率が低い．

運動科学科学生の２日目以降，前夜の訴え率が翌朝

には更に増加しているのは睡眠による回復が困難で蓄

積性の疲労へと変化していると推測される．本調査結

果は波多野らの結果と一致している．しかし，スポー

ツ健康学科学生にはこの傾向は見られないので，ス

ポーツ健康学科学生にとっては，睡眠が疲労回復に有

効であったと推測される．両学科の結果の違いから睡

眠時間等についてさらに検討が必要であると思われ

る．

⑵ 群別の平 訴え率

各症状群ごとの平 訴え率の逐日的変化を図２-１，

図２-２に示した．

Ⅰ群は「眠気とだるさ」に関する症状項目，Ⅱ群は

「作業集中の困難」，Ⅲ群は「身体部位への疲労の投射」

に関する症状項目から構成されている．

スポーツ健康学科学生の群別の訴え率は朝夜ともに

Ⅰ群＞Ⅲ群＞Ⅱ群で，Ⅰ群は23％～37％，Ⅱ群は２％

～６％，Ⅲ群14％～19％である．

Ⅰ群の夜の訴え率は１日目に最高値を示し以降はわ

ずかづつ低下し，４日目に増加し５日目に最低値と

表１ 調査項目（症状)

図１ 全症状訴え率に逐日的変化
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なっている．朝の訴え率は２日目が最低値で，３日目，

５日目に増加がみられる．Ⅱ群は朝と夜の訴え率は１

日目から６日目までほとんど変化はない．Ⅲ群の夜の

訴え率は，１日目から横ばいで４日目以降わずかに低

下し５日目が最低値である．朝の訴え率は３日目，４

日目と増加し以降は低下をしている．

運動科学科学生の群別の訴え率は朝夜ともにⅠ群＞

Ⅲ群＞Ⅱ群で，Ⅰ群は22％～40％，Ⅱ群は２％～５％，

Ⅲ群９％～14％である．

Ⅰ群の夜の訴え率は１日目に最高値を示し以降はわ

ずかづつ低下し，５日目に最低値となっている．朝の

訴え率は２日目と６日目に低く，４日目に最高値を示

している．Ⅱ群の朝と夜の訴え率はスポーツ健康学科

学生同様１日目から６日目までほとんど変化はない．

Ⅲ群の夜と朝の訴え率は，Ⅱ群と同様実習期間中変化

は少ない．

群別の訴え率についてスポーツ健康学科学生と運動

科学科学生を比較すると，Ⅰ群は２日目朝（χ＝13.2

有意水準１％），４日目朝（χ＝6.1 有意水準１％）

の２日間は運動科学科学生の訴え率が高い．しかし，

４日目夜（χ＝8.2 有意水準１％），５日目夜（χ＝

17.1 有意水準１％）の２日間はスポーツ健康学科学

生の訴え率が高い．

Ⅱ群は，両学科間には差が認められない．

Ⅲ群は，６日目の朝の訴え率を除き１日目から５日

目の夜朝に有意水準５％で差が認められ，運動科学科

学生はスポーツ健康学科学生に比較すると訴え率は低

い．

群別の訴え率の関係は，一般的な精神作業の場合に

は，Ⅰ群＞Ⅲ群＞Ⅱ群の順で訴えが高く，身体的作業

の場合はⅢ群＞Ⅰ群＞Ⅱ群の順となることが多いと言

われている．両学科ともに波多野らの調査結果と同様

にⅠ群＞Ⅲ群＞Ⅱ群の順である．このことからスキー

実習中の学生は，身体的作業時より一般的な精神的作

業時に生じる疲労を感じていたと推測される．

波多野らの調査結果はⅠ群20～30％，Ⅱ群５％以下，

Ⅲ群15～20％であった．本調査と比較すると特にⅠ群

はスポーツ健康学科学生23～37％，運動科学科学生

22～40％と本調査結果の方が訴え率は高い傾向にあ

り，本調査対象学生はⅠ群の「眠気とだるさ」の症状

を多くの学生が感じている．スポーツ健康学科学生の

Ⅱ・Ⅲ群は波多野らの調査結果と一致しているが，運

動科学科学生のⅢ群は波多野らの調査結果より訴え率

は低い．

⑶ 症状別平 訴え率

スキー実習期間中の30症状の平 訴え率を図３-１，

図３-２に示した．

スポーツ健康学科学生は，30症状中Ⅰ群（症状番号

１～10）の症状を訴えた者が多く，Ⅱ群（症状番号

11～20）の症状を訴えた者は少ない．

夜の訴え率40％以上の症状は「６ねむい」73.8％，

「10横になりたい」53.2％，「３足がだるい」52.1％，

「25口がかわく」47.0％，「22肩がこる」42.4％とⅠ群

３症状とⅢ群２症状である．朝の訴え率40％以上の症

状は「６ねむい」63.9％，「25口がかわく」45.1％，「３

足がだるい」42.4％，「２全身がだるい」40.9％と夜同

様Ⅰ群３症状とⅢ群１症状である．

朝夜での訴え率に有意差（有意水準５％）が認めら

れた症状は「２全身がだるい」「３足がだるい」「５頭

がぼんやりする」「６ねむい」「７目がつかれる」「10横

になりたい」「13いらいらする」「14気がちる」「21頭が

いたい」「26声がかすれる」「28瞼や筋肉がピクピクす

る」の11症状で，内「全身がだるい」「頭がぼんやりす

る」「声がかすれる」３症状は朝の訴え率に比較すると

夜の訴え率が低下している．

運動科学科学生は，スポーツ健康学科学生同様に30

症状中Ⅰ群の症状を訴えた者が多く，Ⅱ群の症状を訴

図２-１ 群別平 訴え率の変化（スポーツ健康学科)

図２-２ 群別平 訴え率の変化（運動科学科)
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えた者は少ない．

夜の訴え率40％以上の症状は「６ねむい」69.4％，

「10横になりたい」53.2％，「３足がだるい」50.4％，

「７目がつかれる」42.1％とⅠ群の症状の訴え率が高

い．朝の訴え率40％以上の症状は「６ねむい」66.2％，

「３足がだるい」42.3％と夜同様Ⅰ群の症状の訴え率が

高い．

朝夜での訴え率に有意差（有意水準５％）が認めら

れた症状は「２全身がだるい」「３足がだるい」「４あ

くびがでる」「５頭がぼんやりする」「７目がつかれる」

「８動作がぎこちない」「10横になりたい」「26声がかす

れる」の８症状で，内「全身がだるい」「あくびがでる」

「頭がぼんやりする」「動作がぎこちない」「声がかすれ

る」の５症状は朝の訴え率に比較すると夜の訴え率が

低下している．

各症状でスポーツ健康学科学生と運動科学科学生間

に有意差（有意水準５％）が認められたのは，夜では

「１頭がおもい」「22肩がこる」「24いき苦しい」「25口

がかわく」「26声がかすれる」の症状で，この５症状は

全てスポーツ健康学科学生の訴え率が高い．朝は，「４

あくびがでる」「７目がつかれる」「22肩がこる」「24い

き苦しい」「25口がかわく」「26声がかすれる」の６症

状で，「あくびがでる」「目がつかれる」の２症状（Ⅰ

群）は運動科学科学生の訴え率が高く，他の４症状（Ⅲ

群）はスポーツ健康学科学生の訴え率が高い．

両学科の学生ともにⅠ群「眠気とだるさ」の症状の

訴え率が高い．特に「ねむい」の症状について，スポー

ツ健康学科学生の夜は１日目89.9％の訴え率で２日目

に70.6％に低下し以降は変化はない．朝は２日目

60.6％の訴え率で５日目まで大きな変化が無く６日目

52％の訴え率である．運動科学科学生の夜は１日目

95％の訴え率で逐日的に徐々に低下し５日目は49％に

低下をしている．朝は２日目75％の訴え率で５日目ま

で変化はなく６日目52％の訴え率に低下している．両

学科学生ともに，朝の訴え率が常に50％以上であるこ

とから，スキー実習期間中睡眠が充分とられていない

結果だと推測される．

波多野らの調査結果「ねむい」の症状の夜は57.4％

～45.6％，朝は67.6％～48.5％である．明らかに今回

の調査結果の訴え率が高い．一般的に睡眠開始時刻が

遅くなっていると言われているが，本調査対象学生の

睡眠時間開始時刻も遅くなっているため，波多野らの

調査結果と大きな差があらわれたと推測される．

スキー練習を行うと「全身がだるい」「あくびがでる」

「頭がぼんやりする」の症状の訴え率は低下し，「足が

だるい」「目がつかれる」「横になりたい」の症状の訴

え率は増加する．

図３-１ 症状別平 訴え率（スポーツ健康学科)

図３-２ 症状別平 訴え率（運動科学科)

54



４.ま と め

本研究はスキー実習参加学生を対象に，産業疲労研

究会の「自覚症状しらべ」を用いスキー実習期間中の

疲労を調査し分析した結果以下のことが明らかになっ

た．

① 全症状の６日間の平 訴え率はスポーツ健康学科

学生と運動科学科学生間の朝については差がない

が，夜について２日目から５日目に差が認められ，

スポーツ健康学科学生の方が訴え率が高い．しかし，

運動科学科学生は２日目夜以降の前夜の訴え率が翌

朝にはさらに増加している．このことは，蓄積性の

疲労へと変化していると推測できる．

② 群別の訴え率はⅠ群＞Ⅲ群＞Ⅱ群となり，これは

一般的な精神作業の場合にあらわれる訴え率の順で

ある．スキー実習期間中に感じる疲労は学生にとっ

て身体的作業より精神的な作業で感じる疲労である

と推測される．

③ 30症状の平 訴え率は「眠気とだるさ」に関する

Ⅰ群の症状の訴え率が高い．特に「ねむい」の症状

については，スポーツ健康学科学生の夜の訴え率は

89.9％～67％，朝の訴え率は69.7％～56％，運動科

学科学生の夜の訴え率は95％～49％，朝の訴え率は

75％～52％と常に高い．

スキー実習期間中の睡眠時間や休息は充分取るこ

とができるように計画をしているが，実際には取ら

れていないと推測される．
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